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そんけい すべき ムスリム の みなさま︕ 
ろうどく した しょうく の なか で、 ぜんのう の しゅ（スブハーナ ワ タアーラー）は つぎ の ように つげて おられます。   
「ひとびとは、『わたしたち は しんじます』と いう だけで、 しれん に さらされる こと も なく [あんらく の なか に]   
ほうって おかれる と おもって いるのか」。1  また、 わたしたち の あいする よげんしゃ（かれ の うえ に しゅくふく と    
へいあん あれ）は、 ハディース の なか で つぎ の ように かたって います。 「どこ に いても、 アッラー の タクワ を 
もちなさい。 あくぎょう は ぜんこう を もって いっそう しなさい。 ひと に たいして は れいぎ ただしく しなさい」。2 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 
わたしたち の すうこう な しゅうきょう である イスラーム は、 しんこう、 ぜんこう、 ぜんりょう な どうとく の げんそく の    
すべて が いったい と なって かんせい して います。 イスラーム は いっぽん の き の ような もの で、 その ね は しんこう
であり、 みき は ぜんこう であり、 その かじつ は ぜんりょう な どうとく です。 
しんこう とは、 なに よりも まず アッラー（スブハーナ ワ タアーラー）を よく しり、 その そんざい と ゆいいつせい を こころ
に きざみ、 しゅ（スブハーナ ワ タアーラー）と おなじ か、 あるいは にた もの、 あるいは ならぶ もの など なに  ひとつ、 
だれ ひとり として そんざい しない と にんしき する こと です。 そして てんし、 けいてん、 よげんしゃ、 しんぱん の ひ、  
カダル と カダー を しんじ、 よい こと も わるい こと も すべて アッラー（スブハーナ ワ タアーラー）に よる もの である と
しんじる こと です。 
しんあい なる ムスリム の みなさま︕ 
ぜんこう とは、 アッラー（スブハーナ ワ タアーラー）の およろこび を える こと を もくてき とした あらゆる しゅるい の    
おこない の こと です。 یَأتِْیكََ    وَٱعْبدُْ  حَتَّىٰ  ٱلْیَقِینُ رَبَّكَ   「あなた の しゅ に つかえ なさい、 かくしん すべき もの が     おと
ずれる まで」3  という めいれい に み を ささげ、 アッラー（スブハーナ ワ タアーラー）への ほうし を いしき して    じん
せい を おくる こと  です。 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 
わたしたち の しんこう は、 じぶんたち の せいかつ の あらゆる ぶぶん に イスラーム の どうとく を はんえい して こそ   
かんせい されます。 この てん に ついて、 アッラー の しと（かれ の うえ に しゅくふく と へいあん あれ）は ある      
ハディース を とおして الأخلاق  مكارم  لأتمم  بعثت   إنما  「わたし は、 すぐれた じんかく を かんせい させる ため に        つ
かわ された」4  と  かたって います。 じひ の よげんしゃ（かれ の うえ に しゅくふく と へいあん あれ）の ウンマ の   い
ちいん である こと を ほこり に おもう しんこうしゃ なら、 だれ で あれ かれ を てほん に して じぶん の どうとく を  み
がく でしょう。 ぜんい、 じひ、 じゅんけつ、 とくしん、 けんきょさ、 こうせいさ といった びとく を み に つける でしょう。   か
てい にも、 み の まわり にも、 じひ と おもいやり が ひろまる よう つとめる でしょう。 あらゆる しゅるい の ぼうりょく、 よ
くあつ、 ごうまん、 りんしょくから とおざかり、 たにん の けんり や こうきょう の けんり の しんがい を じゅうだい な つみ と 
みなす でしょう。 
ですから、 きょうだい、 しまい の みなさま︕ 
しんこう が じんせい の みちびき と なる ように しましょう。 わたしたち の ぜんこう が、 アッラー（スブハーナ ワ タアーラー）
に ふさわしい しもべ と なる ため の みちびき と なります ように。 ぜんりょう な どうとく に よって、 わたしたち が ひとびと
と すべて の ひぞうぶつ に たいし じひ と おもいやり を もって せっする こと が できる ように なります ように。 

 
1 Ankabut 29/2. 
2 Tirmidhi, Birr, 55. 
3 Hijr, 15/99. 
4 Ibn Hanbal, II, 381. 


